
 

 

 

 

 

パートナー通信 №1６ひたち公園管理センター

         
ひたちガーデナーズ倶楽部     代表世話人 三村玄さん 

私達はボランティアグループ「ひたちガーデナーズ倶楽部」です。発足してから４年目、活

動場所は「ワイドバルブガーデン」です。その名のとおり、種々の球根植物を自然な感じで

皆さんに観て欲しいという場所です。「記念の森レストハウス」と木道に囲まれて、ガセボも

ありいい環境で作業を楽しくやっています。指導者は、ガーデン設計・施工のプロ「吉川和

雄」先生です。公園側のスタッフは、加藤係長、鹿志村さん、杉浦さん達皆さん親切です。

この活動をすることにより、先生や公園スタッフやボランティア仲間達から沢山の知識を得

ることが出来ます。 
当初は、草ぼうぼうでしたが、皆で草取り、園路作り、チッブ材敷き詰めて心地いい庭造り

をして来ました。１年目には前庭に三日月花壇なども作り、そこで来園のお客様との談笑も

ありました。物置小屋も出来ました。チップ材の園路は歩くとふわふわ感があり快適です。

その周りにクリスマスローズをはじめ、いろいろな植物を植えてきました。また、木道の外

側には去年、大量のワイルドフラワーの種を蒔き、今年の春から夏にかけてみごとに開花し、

皆で喜びあいました。この８月には５５０球のヒガンバナを植えました。このワイルドバル

ブガーデンには目玉の植物があります。オランダ大使館からいただいたスイセン「プリンセ

ス・キコ」です。３月末に咲き始めます。ぜひご覧ください。 
現在のメンバーは２６名です。一緒に活動してくれるボランティアを募集しています。私達

の活動に賛同してくれる方の入会を希望します。 
 
        

ある日の活動風景        副代表世話人 稲葉清美さん 
朝から真夏の太陽が照り付けている８月９日の全体活動日、この日の作業内容は、ヒガンバ

ナの球根の植え付け作業である。吉川先生を中心に植え付け場所に球根を置いていく。少し

深めに穴を掘りバランスをみながら、すべて花を咲かせることができるよう願いながら植え

付けて行く。植え付けは３０分ほどで終了。流れ落ちる汗をタオルでふきながら水分補給の

小休止、おしゃべりの花が咲く。休憩後、ワイルドバルブガーデンの除草作業を行う。四つ

葉のクローバーと間違えられそうなオキザリス周辺の除草を行う。多量の汗をかいたが、爽

やかな気分で今日の活動を終える。 
 
   

ワイルドバルブガーデンで出会えた野草 副代表世話人 根本美恵子さん 
緑のカーペットのごとく生い繁る雑草の中に、ひっそりと隠れるように生えている野草を見

つけた時は、本当にうれしいです。「アラッこんな所に生えてえらいわね。」と言葉をかけた

くなります。３年前はギンリョウソウを見つけましたが、その後、環境が変わったせいか見

かけなくなり残念です。昨年は、フデリンドウやウメガサソウ、オオバノトンボソウなど発

見しました。今年はフデリンドウが増え花も咲きました。沢山生えているのですが、いつも

草と一緒に刈り取られてしまい、花が咲くまでには到りませんでした。そっと咲く足元の花

にも目を留めてください。どんな花に出会えるか楽しみです。 
           

           今日も暑い中での作業!お疲れ様です。 

 

 
8 月 30 日咲きました！

  

球根をランダムに置いていきます。 

 

  
植え方を講師の吉川先生より 

ご指導を受けます。 

   
 

   

 

 

山野草の名前をつけたヨー 

三村さん 

コナラの木にカブト

虫を見つけたヨー 

渡辺さん 

作業後はいい汗をかい

て気持ちいいですネ 

根本さん

 

夏の日の１コマ 

 

 

 


